






 

「小児カルシウム代謝異常の実態に関する研究班」で行った全国実態調査の内,腎糸球体性

および尿細管障害に伴ったクル病の集計を行った。症例は全部で 78 例であった。集計中,

尿細管障害の(d)その他の 25例中 14 例は尿素,窒素,クレアチニンの上昇を認め,また一方

腎糸球体性クル病 15 例の多くは腎形成不全,VUR など慢性腎不全と共に尿細管障害が加わ

っている症例であった。故に(5)を尿細管・腎糸球体性クル病として分析した。各疾患の症

例数を表 1に示した。 


